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今
昔
物
語
集
は
釈
迦
の
閻
浮
提
下
生
か
ら
浬
架
に
至
る
佛
伝
を
日
本
で
初
め
て
記
述
し
、
天
竺
震
旦
本
朝
三
国
に
お
け
る
佛
法
の
創
始
・
伝
播
・
普
及
を
物
語
る
壮
大
な
佛
教
伝
来
史
の
構
想
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
近
年
諸
説
ひ
と
し
く
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
従
来
看
過
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
天
竺
部
を
見
直
し
全
三
十
一
巻
を
総
合
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
様
々
に
　
　
　
　
　
（
1
）
な
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
そ
の
構
想
は
一
千
余
の
小
話
の
集
積
の
形
で
具
現
化
さ
れ
、
時
に
例
外
的
に
長
大
な
説
話
・
短
小
な
説
話
も
み
ら
れ
る
も
の
の
、
各
説
話
の
長
さ
は
大
む
ね
均
等
で
あ
る
。
こ
の
事
実
か
ら
、
今
昔
物
語
集
が
単
に
佛
教
史
料
と
し
て
の
、
も
し
く
は
文
学
作
品
と
し
て
の
全
的
構
想
よ
り
も
一
話
一
話
の
独
立
性
を
優
先
さ
せ
、
あ
く
ま
で
も
「
語
り
」
の
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
を
想
定
し
た
筆
作
で
は
な
い
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
「
語
り
ト
の
意
識
は
文
章
表
現
上
に
何
ら
か
の
影
を
お
と
さ
ず
に
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
　
説
話
と
は
ま
こ
と
に
雑
多
な
も
の
で
あ
る
。
今
昔
物
語
集
を
一
読
す
れ
ば
こ
れ
ら
の
話
が
一
つ
の
「
集
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
事
実
に
驚
き
を
感
じ
る
。
そ
う
し
て
み
る
と
「
今
布
陣
」
と
語
り
出
し
、
　
「
ー
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
」
と
語
り
納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
説
話
を
ひ
と
し
く
囲
い
こ
み
、
こ
れ
ら
雑
多
な
内
容
を
一
つ
の
形
に
ま
と
め
あ
げ
一
体
感
を
与
え
る
方
法
を
案
出
し
た
今
昔
物
語
集
の
編
者
（
筆
者
）
は
な
み
な
み
な
ら
ぬ
文
才
の
持
主
と
い
え
る
。
春
日
和
男
博
士
の
説
か
れ
る
と
こ
ろ
の
説
話
　
　
（
3
）
構
文
は
、
平
安
期
の
物
語
の
手
法
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
実
際
『
竹
取
物
語
』
以
下
に
種
々
散
見
す
る
が
、
　
『
霊
異
記
』
　
『
日
本
感
喜
録
』
　
『
三
宝
絵
詞
』
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
な
ど
先
行
の
諸
佛
教
説
話
集
は
い
ず
れ
も
こ
の
よ
う
な
宰
取
り
を
行
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
囲
い
こ
み
の
手
法
を
説
話
集
に
応
用
し
、
一
千
余
話
を
一
括
、
一
つ
の
構
想
の
も
と
に
ま
と
め
あ
げ
て
し
ま
う
と
い
う
の
は
、
ま
こ
と
に
ユ
ニ
ー
ク
な
今
昔
物
語
集
の
独
創
と
い
え
よ
う
。
　
と
こ
ろ
で
、
説
話
冒
頭
の
「
今
ハ
昔
」
は
末
尾
の
「
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
」
に
係
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
春
日
和
男
博
士
の
精
密
な
ご
論
考
で
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
「
今
ハ
昔
ー
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
」
で
囲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
い
こ
ま
れ
た
説
話
本
体
は
構
文
上
一
語
相
当
の
も
の
で
あ
り
、
囲
い
こ
ま
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
各
々
の
説
話
が
い
か
に
複
雑
長
大
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
結
局
ト
助
詞
で
受
け
る
一
語
の
体
言
相
当
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
今
昔
物
語
集
の
各
説
話
は
構
文
上
基
本
的
に
は
一
文
相
当
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
極
あ
つ
き
の
長
文
が
そ
こ
に
出
現
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
　
そ
し
て
囲
い
こ
ま
れ
た
説
話
本
体
は
い
ず
れ
も
「
語
り
伝
ヘ
タ
」
と
い
う
形
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
説
話
が
幾
多
の
語
り
の
場
を
経
て
こ
こ
に
あ
る
と
い
う
形
式
で
文
字
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
実
際
に
各
説
話
が
「
語
り
」
の
場
を
経
て
い
る
か
否
か
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
れ
ら
を
「
語
り
伝
ヘ
タ
」
も
の
と
し
て
定
着
さ
せ
よ
う
と
す
る
姿
勢
に
こ
そ
注
目
し
な
け
れ
ば
今
昔
物
語
集
沃
竺
部
の
引
用
構
造
（
山
口
）
養
崎
太
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
三
十
二
号
な
ら
な
い
。
一
長
大
な
一
語
相
当
の
説
話
本
体
の
内
部
は
、
実
質
的
に
は
、
当
然
一
文
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
さ
え
な
い
。
今
昔
物
語
集
の
文
章
の
特
徴
を
短
文
と
み
る
の
が
定
説
で
あ
り
、
確
か
に
短
文
連
続
も
め
だ
つ
が
、
そ
の
中
に
直
接
話
法
会
話
文
あ
り
心
中
言
あ
り
、
経
文
・
偶
文
の
引
用
あ
り
で
、
種
々
の
引
用
文
が
い
わ
ば
二
重
の
囲
い
こ
み
と
で
も
い
う
形
で
地
の
文
の
中
に
嵌
め
こ
ま
れ
て
い
る
。
天
竺
部
の
文
体
は
震
旦
部
と
一
括
し
て
漢
文
訓
読
的
な
色
合
い
の
濃
い
部
分
と
さ
れ
、
本
朝
部
の
和
文
体
と
比
す
る
の
が
一
般
で
あ
る
。
大
局
的
に
は
そ
う
で
あ
る
に
せ
よ
、
一
説
話
一
文
相
当
の
構
文
的
特
色
の
も
と
に
ま
と
あ
ら
れ
て
い
る
各
説
話
で
あ
る
か
ら
、
各
説
話
の
内
部
の
文
章
構
造
を
、
あ
た
か
も
一
文
の
構
成
要
素
と
そ
の
相
互
の
関
係
を
検
討
す
る
よ
う
に
、
具
体
的
実
際
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
そ
の
構
成
要
素
の
一
つ
と
し
て
会
話
文
や
心
中
言
の
引
用
の
仕
方
、
引
用
文
の
位
置
づ
け
方
、
こ
こ
で
い
う
引
用
構
造
を
手
が
か
り
に
し
て
そ
の
文
章
構
造
の
一
端
を
検
討
し
て
み
た
い
。
、
一
文
相
当
の
各
説
話
の
内
部
の
引
用
構
造
の
、
天
竺
部
に
お
け
る
実
態
を
知
る
事
が
本
稿
の
主
な
る
目
的
で
あ
る
。
実
態
を
承
知
し
た
上
で
そ
の
根
源
を
出
典
文
献
に
求
め
る
か
否
か
と
い
う
次
の
問
題
に
逢
着
す
る
。
天
竺
部
説
話
は
何
ら
か
の
形
で
文
献
に
依
拠
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
昨
今
の
出
典
研
究
の
進
歩
が
そ
の
様
相
を
あ
き
ら
か
に
し
つ
つ
あ
る
。
天
竺
部
出
典
と
し
て
経
典
か
ら
の
直
接
翻
訳
で
は
な
く
す
で
に
和
文
化
さ
れ
た
幻
の
資
料
を
想
定
す
る
　
　
　
（
5
）
見
方
も
あ
る
が
、
直
接
に
せ
よ
間
接
に
せ
よ
根
元
的
に
は
漢
文
体
の
文
章
が
源
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
今
昔
物
語
集
と
い
う
姿
で
顕
現
し
て
い
る
文
章
体
の
内
部
構
造
自
体
の
分
析
を
目
的
と
す
る
た
め
、
出
曲
ハ
文
献
と
の
文
章
上
の
対
比
は
行
な
わ
な
い
も
の
と
す
る
。
二
＝
ハ
訳内の文用引エ表
地
の
文
の
中
に
引
用
さ
れ
て
い
る
①
直
接
話
法
会
話
文
と
②
心
中
言
と
を
合
わ
せ
て
「
引
用
文
」
と
呼
ぶ
。
間
接
話
法
で
地
の
文
の
位
相
に
置
き
換
え
て
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
ば
は
地
の
文
と
し
て
扱
う
。
や
や
異
質
の
会
話
文
と
し
て
紀
文
の
引
用
や
「
南
元
佛
」
な
ど
の
称
名
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
口
頭
に
寵
せ
ら
れ
る
か
心
中
に
念
じ
ら
れ
る
か
で
右
の
①
②
の
い
ず
れ
か
に
入
る
。
正
夢
な
ど
に
つ
い
て
も
人
に
語
っ
て
い
る
場
合
は
①
、
心
中
に
想
起
す
る
場
合
は
②
と
す
る
。
天
竺
部
に
お
け
る
引
用
文
は
す
べ
て
こ
の
①
②
の
二
種
類
に
つ
き
る
。
　
引
用
文
の
中
で
は
、
天
竺
部
に
お
い
て
は
①
会
話
文
が
圧
倒
的
に
多
い
。
三
皇
の
引
用
文
の
内
訳
と
比
率
を
表
1
に
示
す
。
巻
一
か
ら
豊
里
ま
で
の
総
に
中
数
心
率
文
る
比
回
す
の
引
対
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引
用
文
数
は
計
一
六
九
六
例
を
数
え
る
が
、
う
ち
心
中
言
計
二
四
〇
例
、
直
接
話
法
会
話
文
（
以
下
「
会
話
文
」
と
略
す
）
と
心
中
言
と
の
比
率
は
約
六
対
一
で
あ
る
。
　
表
1
に
み
る
と
お
り
、
引
用
文
の
中
に
心
中
言
の
占
め
る
比
率
は
、
巻
一
・
二
が
同
じ
く
ら
い
で
約
一
割
程
度
、
専
有
が
や
や
低
く
、
巻
四
・
巻
五
が
高
い
が
、
最
も
比
率
の
高
い
巻
五
で
も
引
用
文
の
二
割
程
度
で
あ
る
。
一
体
に
天
竺
部
で
は
②
心
中
言
が
記
述
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
。
こ
の
事
実
も
注
目
す
べ
き
事
象
で
あ
る
が
他
の
部
と
比
較
し
て
は
じ
め
て
意
味
の
あ
る
こ
と
で
も
あ
り
、
本
稿
で
は
深
く
は
触
れ
な
い
。
　
こ
れ
ら
の
引
用
文
が
、
「
文
相
当
の
一
説
話
の
中
に
ど
の
よ
う
に
ち
り
ば
あ
ら
れ
、
各
説
話
に
ど
の
よ
う
な
表
現
効
果
を
与
え
て
い
る
か
、
そ
れ
は
「
語
り
」
と
い
う
観
点
か
ら
み
る
と
き
何
を
物
語
っ
て
い
る
か
、
以
下
検
討
す
る
。
テ
キ
ス
ト
に
は
『
日
本
古
典
文
学
大
系
本
』
　
（
岩
波
）
e
を
用
い
、
引
用
文
の
認
定
も
お
お
む
ね
底
本
に
従
う
が
若
干
私
見
に
よ
っ
て
読
み
を
か
え
た
。
　
天
竺
部
一
～
五
、
計
五
巻
、
一
八
七
話
の
う
ち
、
巻
一
第
二
十
語
（
一
一
20
ﾆ
略
記
す
る
場
合
が
あ
る
。
以
下
同
じ
。
）
、
巻
一
第
二
十
四
語
の
計
こ
話
は
題
名
の
み
あ
っ
て
本
文
を
欠
く
。
従
っ
て
以
下
の
考
察
は
実
質
的
に
は
計
一
八
五
話
を
対
象
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
　
一
文
相
当
の
一
説
話
の
中
の
ど
こ
に
引
用
文
が
出
現
す
る
か
を
示
す
た
め
に
各
説
話
の
冒
頭
か
ら
順
次
文
番
号
を
付
し
た
。
　
「
今
ハ
昔
」
と
い
う
冒
頭
語
は
，
形
式
的
に
は
含
む
ね
事
件
の
時
や
場
所
、
登
場
人
物
を
紹
介
す
る
説
話
本
体
の
最
初
の
一
文
と
し
て
結
ば
れ
る
。
　
「
今
昔
、
釈
迦
如
来
、
未
ダ
佛
二
不
成
給
ザ
リ
ケ
ル
時
ハ
釈
迦
菩
薩
ト
申
テ
兜
率
天
ノ
内
院
ト
寓
所
ニ
ゾ
住
給
ケ
ル
。
」
（
一
i
1
）
、
「
今
昔
、
天
竺
ノ
砒
舎
離
城
ノ
中
二
浄
名
居
士
ト
申
ス
翁
在
マ
シ
ケ
リ
。
」
（
三
i
一
）
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
又
末
尾
の
「
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
」
は
、
同
じ
く
説
話
本
体
の
末
尾
の
一
文
と
形
式
的
に
結
び
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
　
「
婆
羅
門
、
大
王
及
ビ
夫
人
ノ
施
シ
給
フ
所
ノ
宝
ヲ
受
畢
テ
帰
去
ニ
ケ
リ
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
」
（
一
一
1
）
、
「
法
ヲ
聞
ム
が
為
詣
タ
ル
功
徳
如
此
キ
也
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
也
」
（
三
一
一
）
の
如
く
で
あ
る
。
従
っ
て
本
質
的
に
は
一
文
相
当
の
一
説
話
の
内
部
に
、
形
式
的
に
冒
頭
か
ら
文
番
号
1
、
2
、
3
…
…
を
付
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
　
又
、
す
べ
て
の
引
用
文
に
つ
い
て
引
用
さ
れ
て
い
る
順
に
①
直
接
話
法
会
話
文
②
心
中
言
の
区
別
を
せ
ず
①
②
③
…
…
と
引
用
番
号
を
付
す
。
引
用
文
今
昔
物
語
集
天
竺
部
の
引
用
構
造
（
山
口
）
の
内
部
に
更
に
引
用
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
の
内
部
で
④
③
◎
…
…
と
二
重
引
用
番
号
を
、
更
に
そ
の
内
部
の
引
用
は
④
◎
⑤
…
…
と
三
重
引
用
番
号
を
付
し
た
。
　
一
口
に
①
会
話
文
と
い
っ
て
も
内
容
は
様
々
で
あ
る
。
会
話
の
性
質
に
よ
っ
て
、
判
叙
、
疑
問
、
命
令
、
詠
嘆
、
応
答
ぐ
ら
い
の
区
別
を
た
て
て
引
用
構
造
を
考
え
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
は
本
稿
で
取
り
扱
う
引
用
文
の
位
置
づ
け
、
出
現
場
所
や
頻
度
な
ど
の
構
造
が
ま
ず
明
ら
か
に
な
っ
た
次
の
段
階
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
引
用
構
造
一
言
い
か
え
る
な
ら
ば
引
用
の
型
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
は
現
在
の
と
こ
ろ
定
式
化
し
た
尺
度
が
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
そ
も
そ
も
そ
う
い
う
構
造
の
型
が
見
出
せ
る
も
の
か
ど
う
か
も
明
ら
か
で
な
い
。
引
用
構
造
の
型
の
発
見
と
そ
の
定
式
化
を
め
ざ
す
本
稿
に
お
い
て
は
会
話
文
の
性
質
上
の
分
析
は
割
愛
し
、
心
中
言
の
引
用
構
造
及
び
二
重
三
重
の
引
用
構
造
の
問
題
と
と
も
に
別
稿
を
用
意
し
た
い
。
　
以
上
の
よ
う
な
手
順
で
付
し
た
文
番
号
及
び
引
用
番
号
を
用
い
て
一
話
中
に
ど
の
よ
う
に
引
用
文
が
出
現
す
る
か
を
対
照
さ
せ
て
図
表
化
し
、
こ
れ
を
「
引
用
構
造
図
」
と
呼
ぶ
。
以
下
、
各
説
話
毎
に
作
成
し
た
引
用
構
造
図
を
基
に
し
て
、
引
用
構
造
の
型
が
見
出
せ
る
も
の
か
ど
う
か
検
討
し
よ
う
。
三
資
料
1
　
　
巻
一
　
佛
ノ
夷
母
、
総
屯
弥
、
出
家
序
題
十
九
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
昔
、
僑
翌
翌
ト
云
月
影
迦
佛
ノ
夷
母
也
、
摩
耶
夫
人
ノ
弟
也
。
佛
、
迦
維
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
④
羅
衛
國
常
在
マ
ス
時
、
橋
曇
弥
、
佛
二
白
テ
言
ク
、
「
我
レ
聞
ク
、
『
女
人
精
進
ナ
レ
バ
沙
門
ノ
四
果
ヲ
可
得
シ
』
ト
。
願
ク
ハ
我
レ
、
佛
ノ
法
律
ヲ
受
ケ
出
家一
七
長
崎
大
学
教
育
学
部
入
文
科
学
研
究
報
告
　
第
三
十
二
号
セ
ム
ト
思
フ
」
ト
・
3
佛
ノ
宣
ク
酒
塗
更
二
出
家
ヲ
願
フ
事
元
カ
レ
」
ト
ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
曇
弥
v
如
此
ク
三
度
申
ス
ニ
、
佛
三
二
不
煙
塵
ズ
。
畢
生
弥
、
此
ヲ
聞
テ
歎
キ
誌
テ
去
ヌ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
其
ノ
後
、
又
、
佛
、
迦
維
羅
衛
國
二
在
マ
ス
時
、
僑
歯
釜
、
如
前
ノ
「
出
家
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
セ
ム
」
ト
申
ス
ニ
、
佛
、
又
、
不
許
給
ズ
。
佛
、
諸
ノ
比
丘
ト
共
二
此
國
二
在
マ
ス
事
三
月
、
終
二
國
ヲ
出
テ
去
給
ブ
時
、
晴
曇
弥
、
諸
ノ
並
幅
ル
女
ト
共
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
尚
ヲ
出
家
ノ
事
ヲ
申
サ
ム
ト
テ
佛
ヲ
追
テ
行
ク
ニ
、
三
三
二
三
リ
給
ヒ
ヌ
。
僑
曇
弥
・
如
前
ク
詔
家
セ
ム
」
ト
申
ス
ニ
・
佛
・
又
・
不
許
給
不
バ
、
僑
曇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
出
テ
門
ノ
外
力
忌
テ
鴨
穣
ノ
衣
ヲ
着
ア
哲
多
衰
ヘ
テ
締
泣
ス
。
阿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
僑
曇
弥
、
難
、
此
ヲ
見
テ
問
テ
云
ク
、
「
汝
ヂ
何
ノ
故
二
如
此
ク
有
ゾ
」
ト
。
答
テ
云
ク
・
⑥
「
我
レ
女
人
ナ
ル
が
故
二
出
家
ヲ
不
得
ズ
シ
テ
歎
キ
悲
ム
也
」
ト
。
響
∠
至
⑦
「
汝
ヂ
暫
ラ
ク
一
一
．
我
レ
佛
二
申
サ
ム
」
ト
転
’
ア
入
ヌ
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
女
人
モ
精
阿
難
、
佛
二
白
シ
テ
言
サ
ク
、
　
「
我
レ
佛
二
随
ヒ
奉
テ
聞
ク
ニ
、
進
ナ
レ
バ
、
沙
門
ノ
即
値
ヲ
可
得
シ
』
。
今
、
橋
曇
弥
ハ
至
レ
ル
心
ヲ
以
一
㎡
出
家
ヲ
求
メ
、
法
律
ヲ
受
ケ
ム
ト
思
ヘ
リ
。
願
ク
ハ
佛
、
此
ヲ
許
シ
給
へ
」
ト
。
佛
ノ
宣
バ
ク
・
⑨
「
此
ノ
事
・
願
フ
事
元
カ
レ
・
女
人
ハ
我
が
法
ノ
中
ニ
シ
テ
沙
門
ト
成
ル
三
元
カ
ル
ベ
シ
。
其
ノ
故
ハ
女
人
出
家
シ
テ
清
浄
二
梵
行
ヲ
十
五
バ
、
佛
法
ヲ
シ
テ
久
ク
世
二
住
セ
ム
事
非
ジ
。
磐
バ
人
ノ
家
二
多
少
ノ
男
子
ヲ
生
ゼ
ル
ハ
此
レ
ヲ
以
テ
家
ノ
榮
ト
ス
。
此
ノ
男
子
二
商
法
ヲ
修
行
セ
シ
メ
テ
世
心
佛
法
ヲ
久
ク
持
タ
シ
ム
ベ
キ
也
。
其
ソ
レ
ニ
、
女
人
二
出
家
ヲ
許
セ
ラ
バ
、
女
人
、
男
子
ヲ
生
ズ
ル
事
絶
ヌ
ベ
キ
が
故
二
出
家
ヲ
不
許
ル
也
」
ト
。
鍋
阿
難
又
曳
ゆ
璽
年
並
多
ク
善
ノ
心
置
先
ヅ
佛
虜
、
始
テ
告
給
フ
．
毛
馬
受
取
テ
養
育
シ
奉
テ
、
既
二
長
大
二
至
シ
奉
レ
リ
」
。
佛
ノ
言
バ
ク
、
咄腎
ﾜ
出
鉱
二
善
ノ
心
多
シ
、
又
、
我
レ
ニ
恩
有
リ
。
今
我
レ
佛
ト
成
テ
ハ
又
我
レ
彼
二
愚
智
シ
。
彼
ハ
偏
ヘ
ニ
我
が
徳
二
依
ル
が
故
一
二
二
寳
二
飯
依
シ
四
諦
ヲ
信
ジ
五
戒
ヲ
持
テ
リ
。
但
シ
、
女
人
、
沙
門
ト
成
ム
ト
思
ハ
ぐ
、
八
敬
ノ
法
ヲ
學
ビ
行
フ
ベ
シ
。
讐
バ
水
ヲ
防
ニ
ハ
堤
ヲ
強
ク
築
テ
漏
シ
メ
ザ
ル
也
。
若
、
法
律
二
入
ム
ト
思
ハ
、
・
、
能
ク
精
進
セ
ヨ
」
ト
。
一
八
㎡
南
明
ラ
主
唱
佛
ノ
語
ヲ
受
テ
礼
シ
テ
門
ノ
外
二
出
テ
僑
曇
弥
薄
シ
　
　ム
、
「
汝
、
今
ハ
歎
ゲ
キ
悲
シ
ム
降
旗
カ
レ
。
佛
、
汝
が
出
家
ヲ
許
給
フ
ベ
シ
」
ト
潔
曇
弥
・
此
レ
ヲ
聞
テ
大
歓
喜
シ
テ
・
即
・
出
家
と
ア
戒
ヲ
受
テ
比
丘
尼
卜
成
リ
、
法
律
ヲ
受
ケ
羅
漢
果
ヲ
得
ツ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
女
人
ノ
出
家
ス
ル
事
、
此
レ
ニ
始
レ
リ
。
僑
曇
弥
、
又
ハ
大
愛
道
ト
モ
云
ヒ
、
又
波
閣
波
提
ト
モ
云
ケ
リ
ト
ナ
ム
語
り
傳
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。
　
巻
一
第
十
九
語
の
全
文
を
文
番
号
、
引
用
番
号
を
付
し
た
形
で
示
し
た
。
印
刷
の
都
合
上
、
宣
命
書
き
は
行
な
わ
な
か
っ
た
。
こ
の
文
番
号
と
引
用
番
号
を
組
み
合
わ
せ
て
図
示
し
た
も
の
が
次
の
引
用
構
造
図
1
で
あ
る
。
㌦鵯彌
号番開旨号番文
④へ①
②
③
　
　
　
　
　
⑱
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑭
⑫
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
　
こ
の
巻
一
第
十
九
の
説
話
は
全
一
九
文
か
ら
成
る
が
大
半
の
文
が
引
用
文
を
持
っ
て
い
る
。
引
用
文
一
二
は
す
べ
て
会
話
文
で
あ
る
が
、
一
文
に
一
会
話
文
と
い
う
形
の
文
が
反
復
さ
れ
て
い
る
。
大
方
は
問
答
形
式
に
な
っ
て
い
て
、
会
話
1
す
な
わ
ち
問
い
と
答
え
に
よ
っ
て
話
の
筋
立
て
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
問
答
形
式
で
事
件
を
進
行
さ
せ
る
形
式
の
説
話
は
脚
本
の
よ
う
に
そ
の
ま
ま
書
き
直
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
一
一
1
9
に
つ
い
て
試
み
れ
ば
、
　
ま
ず
題
名
に
も
あ
る
主
人
公
が
文
1
で
紹
介
さ
れ
た
後
、
文
2
で
時
と
場
が
示
さ
れ
、
A
僑
曇
弥
（
佛
の
夷
母
）
、
B
佛
、
C
阿
難
の
三
入
の
間
で
問
答
が
か
わ
さ
れ
る
。
文
篁
会
話
の
主
俊
引
用
至
善
キ
相
当
地
の
文
123
4
5
678910111213141516171819
主
人
公
紹
介
A
「
①
一
④
」
ト
。
B
「
②
」
ト
。
（
ト
書
キ
ー
去
る
）
A
「
③
」
ト
申
ス
ニ
佛
又
、
不
許
給
ズ
。
（
ト
書
キ
ー
B
去
る
、
A
追
う
、
B
留
る
）
A
「
④
」
ト
申
ス
ニ
（
B
許
さ
ず
A
泣
く
）
C
「
⑤
」
ト
。
A
「
⑥
」
ト
。
C
「
⑦
し
ト
云
テ
入
ヌ
。
C
「
⑧
一
④
」
ト
。
8
「
⑨
」
ト
。
C
「
⑩
」
。
B
「
⑪
」
ト
。
C
「
（
卜
書
キ
C
出
て
B
に
伝
え
る
）
⑫
」
（
ト
書
キ
ー
B
出
家
す
る
）
解
説
教
訓
卜
。
　
釈
迦
佛
の
夷
母
・
僑
曇
弥
が
度
々
出
家
を
願
う
が
女
性
な
る
が
故
に
許
さ
れ
ず
嘆
き
悲
し
ん
で
い
た
と
こ
ろ
阿
難
の
口
添
え
に
よ
っ
て
遂
に
本
望
を
遂
げ
、
女
人
の
出
家
の
始
ま
り
と
な
る
と
い
う
こ
の
説
話
は
、
右
に
見
た
と
お
り
、
ト
書
き
程
度
の
地
の
文
を
圧
倒
す
る
大
量
の
問
答
に
よ
っ
て
事
件
の
進
展
・
結
　
着
を
説
明
す
る
。
こ
の
よ
う
な
説
話
展
開
の
方
式
を
と
る
引
用
構
造
を
、
　
「
会
話
進
展
円
し
と
呼
ぶ
。
　
「
問
答
進
行
型
」
と
も
い
え
る
が
、
こ
の
型
の
　
引
用
構
造
を
持
つ
説
話
に
お
い
て
反
復
さ
れ
る
会
話
は
、
必
ら
ず
し
も
問
答
　
だ
け
と
は
限
ら
な
い
。
相
互
に
見
聞
内
容
や
見
解
を
開
陳
し
あ
う
形
で
事
件
　
が
説
明
さ
れ
る
場
合
も
多
々
み
ら
れ
る
。
単
に
問
答
に
限
定
で
き
な
い
と
い
　
う
意
味
で
「
会
話
進
展
型
」
と
呼
ん
で
お
く
。
　
　
会
話
進
展
型
の
引
用
構
造
を
も
つ
説
話
は
当
然
な
が
ら
引
用
文
数
も
多
く
　
な
る
。
説
話
の
展
開
の
仕
方
と
い
う
内
部
的
な
観
点
は
一
概
一
盛
に
数
値
だ
　
け
で
は
判
断
で
き
な
い
が
、
今
、
目
安
と
し
て
各
説
話
の
文
数
に
対
す
る
引
今
昔
物
語
集
天
竺
部
の
引
用
構
造
（
山
目
）
用
文
数
の
比
率
を
求
め
て
「
引
用
率
」
と
呼
べ
ば
、
こ
の
巻
一
第
十
九
語
の
引
用
率
は
六
三
・
一
五
で
あ
る
。
　
右
と
同
程
度
の
引
用
率
を
示
す
説
話
で
も
引
用
構
造
の
型
が
同
様
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
。
三
四
「
優
婆
堀
多
、
降
天
魔
語
第
八
」
は
引
用
率
六
五
・
二
一
で
あ
り
一
1
1
9
と
大
差
な
い
が
、
引
用
構
造
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
引
用
構
造
図
を
示
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
　
本
文
の
引
用
は
省
略
し
た
が
、
文
番
号
に
対
照
し
て
引
用
文
の
あ
ら
わ
れ
方
を
引
用
番
号
を
も
っ
て
示
し
て
い
る
点
、
引
用
構
造
図
1
と
全
く
同
様
の
方
法
で
作
成
し
た
。
　
巻
四
第
八
話
は
、
大
系
本
頭
注
に
よ
れ
ば
『
付
法
蔵
因
縁
尽
巻
第
三
』
を
出
典
と
し
類
話
が
『
賢
愚
経
巻
第
十
三
㈹
優
波
掬
提
品
』
　
『
阿
育
王
経
巻
第
八
』
　
『
二
面
笈
多
因
縁
篇
』
に
み
え
、
本
邦
で
も
『
十
三
抄
上
巻
第
一
、
可
定
心
操
振
舞
事
』
は
高
話
に
基
づ
く
も
の
で
、
他
に
『
宝
物
集
配
五
』
に
も
優
婆
耀
多
の
こ
と
が
見
え
る
と
い
う
。
優
婆
堀
多
は
わ
が
国
に
も
よ
く
知
ら
れ
た
羅
漢
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
凱離巻彌
一番用引回下文
①
②
　
⑥
　
⑤⑲
⑧
　
　
⑬
③
④
⑦
⑨
⑩
⑬
⑫
　
　
⑭
⑮
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
　
優
心
神
多
が
法
を
説
き
人
々
を
教
化
し
て
い
る
場
所
に
、
天
魔
が
美
麗
な
女
に
変
化
し
て
あ
ら
わ
れ
人
々
に
愛
欲
の
心
を
起
こ
さ
せ
る
。
優
婆
堀
多
は
天
魔
で
あ
る
こ
と
を
見
破
り
、
花
齢
（
生
花
の
首
飾
り
）
と
謀
っ
て
生
臭
い
「
諸
ノ
不
浄
ノ
人
・
馬
・
牛
等
ノ
骨
ヲ
貫
テ
」
首
に
掛
け
取
り
は
ず
せ
な
く
す
る
。
天
魔
が
慌
て
ふ
た
め
き
悔
い
改
め
た
と
こ
ろ
で
許
し
て
取
り
除
き
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
三
十
二
号
天
魔
が
御
礼
に
佛
の
有
様
を
ま
ね
て
優
婆
堀
多
に
「
長
ハ
丈
六
、
頂
ハ
紺
青
7
色
也
．
。
身
ノ
色
十
島
ノ
色
也
、
光
ハ
日
ノ
始
メ
テ
出
が
如
シ
。
」
と
い
う
佛
の
姿
を
見
せ
、
優
婆
過
多
は
天
魔
の
化
身
し
た
も
の
と
分
っ
て
い
な
が
ら
思
わ
・
ず
礼
拝
し
て
し
ま
う
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
の
話
で
は
優
婆
堀
多
が
天
魔
を
降
伏
し
衆
生
を
利
益
し
た
と
い
う
事
件
の
展
開
そ
の
も
の
は
主
に
地
の
文
で
説
明
さ
れ
る
。
文
数
二
三
、
引
用
文
数
一
五
（
会
話
文
一
二
、
心
中
言
三
、
引
用
番
号
①
②
⑭
が
心
中
言
）
。
引
用
文
の
大
半
が
文
番
号
1
2
か
ら
1
8
の
計
七
文
に
集
中
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
場
面
と
し
て
は
ま
さ
に
天
魔
降
伏
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
、
ど
う
し
て
も
取
れ
ず
天
魔
の
首
領
大
自
在
天
の
力
で
も
は
ず
れ
な
い
不
浄
の
首
飾
り
に
慌
て
恐
れ
た
天
魔
が
優
竪
堀
多
に
懇
願
し
許
し
て
も
ら
う
中
り
で
あ
る
。
文
7
8
に
引
か
れ
る
①
②
は
心
中
言
で
地
の
文
で
説
明
さ
れ
て
い
－
る
優
婆
蠣
多
や
天
魔
の
行
動
の
心
理
的
説
明
で
あ
る
し
、
文
2
1
の
⑭
は
天
魔
の
化
身
と
分
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
「
兼
テ
ハ
不
乱
ジ
ト
思
ピ
ヅ
レ
ド
モ
」
実
際
に
佛
の
姿
を
眼
前
に
し
て
は
「
不
覚
三
涙
落
テ
臥
シ
テ
音
ヲ
挙
テ
実
ク
。
」
場
面
で
、
「
ヲ
ガ
マ
ジ
」
と
い
う
優
婆
堀
多
の
決
意
の
説
　
　
　
　
　
ぼ
　
　
　
　
　
　
　
明
で
あ
る
が
心
中
言
と
も
い
え
な
い
ほ
ど
に
地
の
文
に
埋
没
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
こ
の
国
分
は
テ
キ
ス
ト
の
大
系
本
で
は
引
用
符
を
付
さ
れ
て
い
な
い
。
事
件
の
背
景
や
あ
ら
す
じ
は
地
の
文
で
説
明
し
、
事
の
成
否
の
か
か
っ
て
い
る
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
場
面
を
会
話
文
を
重
ね
て
活
写
し
よ
う
と
す
る
表
現
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
る
。
会
話
文
は
一
1
1
9
で
み
た
よ
う
に
「
！
ト
。
」
「
ー
ト
。
」
　
「
ー
ト
。
」
と
シ
ナ
リ
オ
風
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
「
ー
ト
云
ヘ
バ
」
　
「
ー
ト
云
テ
」
と
い
う
よ
う
な
形
で
述
語
を
と
も
な
い
文
中
に
し
っ
か
り
と
嵌
め
こ
ま
れ
て
い
る
。
説
話
の
山
場
を
会
話
文
多
用
に
よ
っ
て
迫
真
的
に
語
り
臨
場
感
を
強
め
た
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
と
思
バ
6
）
う
。
こ
の
引
用
構
造
の
型
を
「
山
場
活
写
型
」
と
名
づ
け
る
。
こ
の
型
で
引
用
文
を
取
り
こ
む
と
、
文
番
号
1
3
の
よ
う
に
一
文
中
に
多
く
の
引
用
文
を
く
二
〇
り
返
し
引
用
し
、
接
続
助
詞
な
ど
で
連
接
し
て
長
大
な
文
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
文
1
3
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
大
自
在
天
の
力
で
取
れ
な
か
っ
た
首
飾
り
が
優
喫
驚
多
の
許
し
に
よ
り
は
ず
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
　
　
大
自
在
天
、
此
ヲ
見
テ
云
ク
「
④
一
④
」
ト
云
ヘ
バ
、
云
フ
ニ
随
テ
、
　
　
亦
優
青
堀
多
ノ
許
心
胆
リ
下
テ
手
ヲ
摺
テ
云
ク
「
⑤
」
ト
云
ヘ
バ
、
優
　
　
婆
蠣
多
、
　
「
⑥
」
ト
宣
テ
取
去
ケ
ツ
。
　
右
往
左
往
す
る
天
魔
を
降
伏
す
る
場
面
を
活
写
し
て
い
る
。
優
婆
堀
多
の
偉
力
が
具
体
的
に
示
さ
れ
、
天
魔
の
謝
礼
の
申
し
出
と
佛
の
姿
を
目
前
に
拝
み
た
い
と
い
う
優
婆
世
態
の
願
い
と
が
自
然
に
曳
き
出
さ
れ
て
く
る
。
会
話
の
引
用
に
よ
っ
て
場
面
が
活
き
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
こ
の
引
用
構
造
の
型
に
お
い
て
は
引
用
文
多
用
に
よ
っ
て
迫
真
的
に
語
る
の
は
中
心
的
な
限
ら
れ
た
場
面
の
描
写
だ
け
で
あ
っ
て
他
の
部
分
は
地
の
文
に
よ
っ
て
事
件
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
局
部
的
な
引
用
文
の
使
用
に
よ
っ
て
そ
の
引
用
効
果
が
よ
り
高
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
　
と
こ
ろ
で
、
一
文
相
当
の
一
説
話
中
の
一
部
分
に
引
用
文
が
集
中
す
る
と
い
っ
て
も
、
右
の
四
一
8
の
よ
う
に
説
話
の
中
心
部
・
事
件
の
山
場
に
あ
ら
わ
れ
て
臨
場
感
を
深
め
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
巻
二
「
舎
母
国
金
食
比
丘
語
第
八
」
を
み
よ
う
。
敷二三三
号番用引矧番文
①
②
　
　
　
⑩
　
　
　
⑲
　
　
　
⑲
③
　
　
④
⑤
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
　
こ
の
話
は
大
系
本
頭
注
に
よ
れ
ば
　
『
賢
愚
経
巻
第
五
、
金
出
品
第
二
十
七
』
を
出
典
と
し
、
同
一
説
話
が
『
法
苑
珠
林
巻
雲
五
十
六
、
富
貴
篇
第
⊥
ハ
十
三
、
引
証
部
第
二
』
に
も
み
え
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
舎
肇
国
の
長
者
の
男
の
子
が
掴
め
色
金
色
に
て
生
ま
れ
夏
天
と
名
づ
け
ら
れ
る
。
誕
生
の
時
、
自
然
に
一
つ
の
井
が
で
き
て
そ
の
井
か
ら
「
飲
食
・
衣
服
・
金
銀
・
位
署
出
来
テ
、
願
二
三
テ
此
ヲ
取
り
用
ス
。
」
一
方
宿
遠
国
の
長
者
の
と
こ
ろ
に
も
、
身
の
色
金
色
の
女
子
が
生
ま
れ
金
光
明
と
名
づ
け
ら
れ
同
様
の
奇
跡
が
あ
る
。
二
人
は
夫
婦
に
な
り
と
も
ど
も
出
家
し
て
羅
漢
果
を
得
る
。
こ
の
不
思
議
を
佛
が
、
阿
難
の
問
い
に
応
じ
て
説
き
あ
か
し
て
説
話
は
終
る
。
金
歯
夫
妻
の
奇
瑞
は
文
番
号
1
～
2
1
に
説
明
さ
れ
、
文
番
号
2
2
の
引
用
文
④
が
阿
難
の
質
問
、
文
番
号
2
3
の
引
用
文
⑤
が
佛
の
答
え
で
あ
る
が
、
こ
の
⑤
は
ま
こ
と
に
長
大
な
会
話
文
で
あ
る
。
二
i
8
は
大
系
本
の
行
数
で
数
え
て
二
九
行
の
説
話
で
あ
る
が
、
文
番
号
1
～
2
1
ま
で
で
＝
二
行
、
文
番
号
2
3
が
一
四
行
で
あ
る
。
文
番
号
2
2
の
会
話
文
④
阿
難
の
質
問
は
一
～
2
1
ま
で
の
文
章
で
説
明
さ
れ
て
い
る
事
件
を
二
行
に
要
約
し
、
そ
の
由
来
を
問
う
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
　
「
昔
、
早
々
過
去
ノ
九
十
一
却
の
時
、
極
貧
の
中
か
ら
持
物
の
す
べ
て
を
遊
行
比
丘
に
供
養
し
た
夫
婦
が
そ
の
功
徳
に
よ
っ
て
天
上
・
人
中
に
生
れ
て
夫
妻
と
成
り
福
楽
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
」
と
説
き
あ
か
す
佛
の
こ
と
ば
は
、
乃
往
過
去
九
十
一
却
の
昔
に
語
ら
れ
た
千
人
夫
妻
の
会
話
④
⑧
◎
も
と
り
こ
ん
で
複
雑
な
構
造
を
も
ち
、
か
つ
圧
倒
的
に
長
い
。
又
、
他
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
話
文
と
違
い
「
ー
ト
留
意
ケ
リ
」
と
「
説
く
」
と
い
う
述
語
が
用
い
ら
れ
る
。
文
番
号
9
の
引
用
文
①
お
よ
び
文
番
号
1
4
の
引
用
文
②
は
、
そ
れ
ぞ
れ
金
事
お
よ
び
金
光
明
の
父
母
が
子
ど
も
の
配
偶
者
に
つ
い
て
思
案
す
る
心
中
言
で
あ
り
、
文
番
号
1
9
の
引
用
文
③
は
金
運
夫
妻
が
両
親
に
出
家
を
求
あ
る
こ
と
ば
で
「
父
母
此
レ
ヲ
許
セ
」
と
い
う
簡
単
な
も
の
で
あ
り
、
両
親
の
答
え
そ
の
も
の
も
記
載
さ
れ
ず
地
の
文
で
「
父
母
即
チ
許
シ
ツ
。
」
と
記
さ
れ
る
。
実
質
的
に
会
話
文
は
説
話
末
尾
の
阿
難
と
佛
の
会
話
、
そ
し
て
よ
り
一
層
、
「
佛
の
こ
と
ば
の
中
に
二
重
に
引
用
さ
れ
る
貧
人
夫
妻
の
会
話
に
集
中
今
昔
物
語
集
天
竺
部
の
引
用
構
造
（
山
口
）
す
る
。
不
思
議
な
事
件
が
語
ら
れ
、
そ
の
後
、
末
尾
に
お
い
て
佛
が
す
べ
て
の
謎
を
説
明
し
つ
く
し
て
一
件
落
着
す
る
。
佛
の
説
明
の
後
は
何
人
も
何
事
も
語
り
得
な
い
。
佛
が
口
を
閉
じ
た
段
階
で
言
表
は
す
べ
て
終
り
、
事
は
明
ら
か
に
説
き
尽
く
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ニ
ー
8
の
場
合
、
末
尾
の
注
文
さ
え
も
な
く
、
佛
の
説
示
に
よ
っ
て
説
話
が
終
っ
て
い
る
。
尤
も
そ
の
一
切
が
語
り
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
す
る
囲
い
こ
み
の
形
は
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
末
尾
一
文
は
「
今
我
二
値
テ
出
家
シ
テ
道
ヲ
得
ル
也
ト
説
給
ケ
リ
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。
」
と
結
ば
れ
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
に
説
話
末
尾
で
誰
か
一
人
が
一
切
を
説
き
あ
か
す
型
の
引
用
構
造
す
な
わ
ち
無
智
な
人
々
を
わ
け
知
り
の
智
恵
者
（
お
お
む
ね
佛
で
あ
る
が
）
が
末
尾
で
啓
蒙
す
る
引
用
構
造
を
「
末
尾
啓
蒙
型
」
と
呼
ぼ
う
。
こ
の
引
用
構
造
は
例
示
し
た
ニ
ー
8
よ
り
も
更
に
単
純
に
、
説
話
末
尾
に
問
い
と
答
え
の
計
二
例
の
引
用
文
し
か
な
い
場
合
も
あ
る
。
そ
の
答
え
に
あ
た
る
引
用
文
は
お
お
む
ね
説
話
の
三
分
の
一
か
ら
二
分
の
一
を
も
占
め
る
長
大
な
も
の
で
あ
る
が
、
引
用
文
と
し
て
は
末
尾
一
ケ
所
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
単
純
な
形
で
あ
っ
て
も
説
話
の
語
り
口
と
し
て
会
話
文
の
占
め
る
役
割
は
こ
の
上
も
な
く
大
き
い
。
人
々
に
相
対
し
て
佛
（
あ
る
い
は
そ
れ
と
同
様
な
力
を
も
つ
も
の
）
が
語
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
大
き
な
意
味
が
あ
る
。
又
例
示
の
二
一
8
よ
り
も
更
に
複
雑
な
形
に
な
る
場
合
も
あ
る
が
結
局
末
尾
に
お
か
れ
た
啓
蒙
的
長
広
舌
が
説
話
の
核
と
な
っ
て
い
る
引
用
構
造
と
し
て
一
括
で
き
る
。
又
前
述
の
会
話
進
展
型
や
山
場
活
写
型
と
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
先
に
会
話
進
展
型
の
例
と
し
て
挙
げ
た
、
一
1
1
9
に
し
て
．
も
、
文
番
号
1
3
に
引
用
さ
れ
て
い
る
佛
の
こ
と
ば
⑨
は
、
女
人
の
出
家
の
許
し
難
い
ゆ
え
ん
を
説
く
佛
の
告
示
で
は
あ
る
。
し
か
し
こ
の
説
話
の
場
合
、
佛
の
説
明
は
事
件
の
落
着
を
も
た
ら
し
て
は
い
ず
進
展
の
一
過
程
で
あ
る
か
ら
末
尾
啓
蒙
型
と
は
い
え
な
い
。
二
一
、
長
崎
大
学
，
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
三
十
二
号
　
、
天
竺
部
に
お
い
て
引
用
文
が
比
較
的
多
用
さ
れ
、
説
話
の
語
り
口
に
何
ら
か
の
積
極
的
な
役
割
を
果
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
引
用
構
造
の
型
は
、
以
上
の
三
型
、
A
会
話
進
展
型
、
B
山
場
活
写
型
、
C
末
尾
啓
蒙
型
の
三
種
で
あ
る
。
四
　
天
竺
部
の
説
話
の
中
に
は
、
引
用
文
が
あ
る
に
は
あ
る
が
数
も
少
な
く
、
説
話
全
体
の
語
り
進
め
に
そ
れ
ほ
ど
の
意
味
や
役
割
も
持
た
ず
、
積
極
的
な
効
果
も
発
揮
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
説
話
も
散
見
す
る
。
巻
三
「
践
提
長
者
妻
、
樫
貧
女
語
第
廿
三
」
を
み
て
み
よ
う
。
　
2
3
　
一
　
　
　
ヨ
図
弓
造構凋弓
用
号
引
番周番区
用
号
引
番四番文
①
②
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
P1
P2
P3
P4
P5
P6
③
　
　
④
⑤
⑥
　
　
⑦
17
P8
P9
Q0
Q1
Q2
Q3
Q4
Q5
Q6
Q7
Q8
Q9
R0
R1
R2
　
こ
の
樫
貧
女
の
話
の
出
典
は
大
系
本
頭
注
に
よ
れ
ば
『
法
苑
閃
電
巻
七
十
七
、
十
悪
篇
第
八
十
四
之
五
、
樫
食
燈
柱
十
一
、
引
証
部
第
二
』
所
収
の
一
説
話
で
原
拠
は
『
増
壱
阿
含
経
』
で
あ
り
、
本
邦
に
お
い
て
も
『
三
国
伝
記
巻
第
十
一
㈱
一
一
一
事
』
や
『
私
一
一
因
縁
一
巻
第
三
㈲
樫
貧
女
事
』
な
ど
に
影
響
を
与
え
て
い
る
な
ど
、
よ
く
知
ら
れ
た
説
話
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
引
用
構
造
図
の
み
を
見
る
と
計
三
二
文
中
に
引
用
文
七
例
で
、
引
用
率
一
＝
・
一
七
で
あ
り
、
前
掲
の
二
i
8
、
計
二
三
文
中
引
用
文
五
例
、
引
用
率
二
一
二
二
・
七
三
に
匹
敵
す
る
か
に
み
え
る
。
し
か
し
引
用
文
の
内
容
を
み
る
と
各
引
用
文
自
体
も
短
か
く
散
発
的
で
相
互
に
働
き
あ
っ
て
い
な
い
。
引
用
番
号
②
④
は
樫
貧
女
の
行
動
を
説
明
す
る
心
中
言
で
あ
る
。
他
は
、
樫
貧
女
と
佛
弟
子
・
賓
頭
盧
尊
者
と
の
間
に
と
り
か
わ
さ
れ
る
会
話
文
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
短
い
単
発
的
な
願
い
や
命
令
な
ど
で
、
筋
の
展
開
に
も
場
面
の
活
写
に
も
役
立
・
っ
て
い
な
い
。
こ
の
話
は
、
践
提
長
者
の
妻
、
樫
貧
女
が
煎
餅
を
惜
し
ん
で
賓
頭
盧
尊
者
に
供
養
し
な
か
っ
た
た
め
に
苦
を
受
け
、
尊
者
の
取
次
で
佛
に
遇
い
教
化
を
う
け
て
樫
禽
の
心
を
捨
て
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
女
の
受
苦
の
原
因
と
な
っ
た
こ
と
ば
、
引
用
番
号
①
「
讐
ヒ
立
返
給
ト
モ
我
単
二
不
供
養
ジ
。
」
と
か
女
の
許
し
を
乞
う
こ
と
ば
、
引
用
番
号
⑤
「
此
ノ
苦
ヲ
免
シ
給
へ
。
」
と
か
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、
問
答
も
形
成
せ
ず
散
在
し
て
い
て
物
語
を
迫
真
的
に
語
る
力
は
な
い
。
佛
の
教
化
も
単
に
「
為
二
法
ヲ
説
テ
教
化
シ
給
フ
。
」
と
記
さ
れ
る
だ
け
で
、
印
象
的
か
つ
決
定
的
に
佛
の
こ
と
ば
自
体
を
引
用
し
て
説
き
示
す
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
　
こ
の
よ
う
に
引
用
文
が
ち
ら
ほ
ら
と
散
在
は
す
る
が
、
説
話
の
語
り
口
と
し
て
格
別
の
機
能
を
果
し
て
い
な
い
引
用
構
造
を
「
随
所
散
在
型
」
と
呼
ぼ
う
。
こ
の
型
で
は
引
用
率
は
お
．
お
む
ね
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
以
下
で
あ
る
。　
更
に
、
引
用
文
の
全
く
な
い
、
あ
る
い
は
殆
ん
ど
な
い
説
話
も
存
在
す
る
。
数
は
き
わ
め
て
少
な
い
が
語
り
口
の
型
と
し
て
無
視
は
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
巻
町
「
天
竺
比
丘
即
身
、
観
法
性
生
浄
土
語
第
十
」
を
み
よ
う
。
引
用
文
が
説
話
中
一
例
の
み
と
い
う
例
で
あ
る
。
5
　
0
響騰
巻
引
用
図
引
番長番文
①
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
P1
P2
P3
P4
P5
P6
P7
P8
　
引
用
構
造
図
を
作
る
ま
で
も
な
い
が
比
較
の
た
あ
一
応
提
示
し
た
。
こ
の
説
話
唯
一
の
引
用
文
は
末
尾
の
文
1
8
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
様
有
ラ
ム
ト
思
テ
」
と
記
さ
れ
る
心
中
言
で
あ
る
。
　
「
様
有
ラ
ム
」
と
思
う
主
体
は
不
特
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
の
人
々
で
あ
り
心
中
言
の
性
格
の
弱
い
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
テ
キ
ス
ト
の
大
系
本
本
文
で
は
引
用
符
を
付
け
て
い
な
い
。
こ
の
説
話
は
大
系
本
頭
注
に
よ
れ
ば
出
典
不
明
で
あ
り
、
類
話
が
『
宝
物
集
巻
⊥
ハ
、
僧
多
羅
不
空
三
蔵
事
』
や
『
私
聚
百
因
縁
集
巻
第
一
⑲
恒
怠
比
丘
事
』
等
に
み
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
巷
間
に
か
な
り
知
ら
れ
語
ら
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
場
面
と
し
て
は
、
中
天
竺
の
比
丘
、
僧
澤
が
惚
…
怠
、
愚
痴
で
あ
る
た
め
、
衆
僧
が
「
軽
メ
蔑
テ
同
座
ニ
モ
不
座
ズ
、
梢
モ
ス
レ
バ
寺
ヲ
追
ヒ
出
ス
。
」
と
か
、
老
年
に
及
ん
で
は
「
週
日
此
ヲ
機
ナ
ミ
誇
ル
事
元
限
シ
。
」
と
か
、
臨
終
に
あ
た
っ
て
は
「
多
ク
ノ
佛
・
菩
薩
・
僧
澤
が
所
二
来
リ
給
テ
、
法
ヲ
説
テ
僧
澤
ヲ
教
化
シ
給
フ
。
」
と
か
様
々
な
会
話
場
面
が
存
在
す
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
直
接
話
法
の
形
で
会
話
文
そ
の
も
の
を
記
載
す
る
こ
と
を
し
な
い
。
勿
論
地
の
文
で
説
明
す
る
形
で
も
筋
書
き
は
分
る
。
し
か
し
、
僧
寺
が
「
法
性
を
観
じ
て
浄
土
に
生
ま
れ
た
事
に
関
し
て
は
、
い
く
ら
そ
の
没
後
に
衆
僧
が
己
れ
の
行
動
を
悔
い
て
「
僧
澤
が
所
行
ヲ
尋
ネ
聞
テ
ゾ
行
，
ケ
ル
。
」
と
い
う
程
に
影
響
力
の
強
い
話
で
あ
っ
た
と
語
ら
れ
て
も
、
－
場
面
と
し
て
の
迫
真
力
に
は
欠
け
る
。
又
僧
園
の
臨
終
の
奇
跡
、
光
が
放
た
れ
、
芳
香
が
た
だ
よ
う
こ
と
を
二
回
も
繰
り
返
し
述
べ
て
も
眼
前
に
そ
の
光
景
を
浮
か
ば
せ
る
こ
と
難
し
く
決
ま
り
文
句
の
羅
列
に
終
っ
て
い
る
。
　
天
竺
部
に
こ
の
型
の
引
用
構
造
を
も
つ
も
の
は
意
外
に
少
な
い
が
若
干
は
見
出
せ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
に
、
筋
書
き
を
語
る
に
と
ど
ま
り
説
話
と
し
て
の
語
り
口
に
格
別
の
工
夫
や
興
趣
の
見
ら
れ
な
い
引
用
構
造
を
「
素
語
り
型
」
と
名
づ
け
て
お
こ
う
。
名
称
が
や
＼
不
適
切
で
あ
る
が
今
綴
り
に
そ
う
今
昔
物
語
集
天
竺
部
の
引
用
構
造
（
山
口
）
呼
ん
で
お
く
。
引
用
文
が
説
話
の
語
り
口
に
何
ら
か
の
役
割
を
果
す
こ
と
少
な
い
引
用
構
造
の
型
と
し
て
は
、
以
上
、
D
随
所
散
在
型
、
E
素
語
り
型
の
二
種
類
が
あ
る
。
ち
五
以
上
、
天
竺
部
の
引
用
構
造
の
型
と
し
て
五
つ
の
種
類
を
見
出
し
た
。
即
A
会
話
進
展
型
B
山
場
活
写
型
C
末
尾
啓
蒙
型
D
随
所
散
在
型
E
素
語
り
型
C
※
そ
れ
ぞ
れ
の
型
に
お
け
る
　
引
用
文
の
あ
ら
わ
れ
方
を
　
簡
略
化
し
図
示
し
て
み
　
た
。
　
こ
の
五
つ
の
型
で
整
理
し
つ
く
せ
な
い
も
の
は
、
内
部
を
分
析
す
る
と
二
つ
も
し
く
は
三
つ
の
型
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
半
は
A
型
で
あ
る
が
後
半
は
引
用
文
も
少
な
く
単
純
に
A
型
と
い
い
切
れ
な
い
説
話
は
、
A
型
と
D
型
の
組
み
合
わ
せ
と
み
て
A
D
型
と
呼
ぶ
。
各
説
話
の
引
用
構
造
図
を
作
成
し
、
本
文
中
に
果
し
て
い
る
引
用
文
の
役
割
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
分
類
し
た
結
果
、
実
際
上
組
み
合
わ
せ
型
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
く
、
黒
む
ね
一
つ
の
型
で
整
理
で
き
た
。
引
用
構
造
は
、
天
竺
部
に
お
い
て
は
明
瞭
に
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
こ
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
引
用
率
な
ど
の
単
純
な
引
用
文
の
多
寡
だ
け
で
は
処
理
で
き
ず
、
又
、
引
用
文
の
出
現
箇
所
と
回
数
の
相
関
性
だ
け
で
判
断
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
説
話
の
語
り
口
と
し
て
、
説
話
展
開
に
果
し
て
い
る
会
話
文
の
機
能
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
・
い
。
実
際
の
判
断
は
そ
れ
二
一
二
ノ
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
三
十
二
号
　
ほ
ど
．
困
難
で
は
な
い
が
往
々
主
観
も
交
る
か
と
憂
慮
さ
れ
る
の
で
、
分
類
し
た
結
果
、
各
説
話
の
所
属
を
表
皿
に
一
覧
表
と
し
て
示
す
。
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表布分
の
．型の造構開溺け．おに部竺天皿表
垢
．
詐
る
を
あ
号
で
番
数
話
話
説
計，合
は
　
，
字
は
数
値
の
数
欄
の
各
欄
中
の
表
計
　
一
三
を
み
る
と
、
各
引
用
構
造
の
型
の
分
布
状
態
に
は
、
巻
斗
に
特
色
が
あ
る
ご
と
が
明
瞭
に
看
取
で
き
る
。
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
が
巻
一
に
お
け
る
A
型
（
会
話
進
展
型
）
へ
の
、
そ
し
て
二
二
に
お
け
る
C
型
（
末
尾
啓
蒙
型
）
へ
の
極
端
な
偏
り
で
あ
ろ
う
。
今
昔
物
語
集
の
巻
頭
第
一
巻
は
ま
ず
会
話
進
展
型
で
語
り
始
め
ら
れ
て
い
る
。
巻
一
の
場
合
そ
の
会
話
は
大
む
ね
問
答
で
あ
る
。
A
型
の
説
話
は
巻
一
計
三
六
話
の
四
一
・
六
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
、
A
変
型
型
（
A
型
と
そ
れ
以
外
の
型
の
組
み
合
わ
せ
）
を
加
え
て
考
え
れ
ば
実
に
五
二
・
七
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
説
話
が
、
こ
の
い
わ
ば
問
答
進
行
型
と
で
も
い
う
べ
き
引
用
構
造
を
持
っ
て
い
る
。
続
く
巻
二
は
佛
が
成
道
し
て
説
法
を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
C
型
（
末
尾
啓
蒙
型
）
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
巻
二
上
四
一
話
の
う
ち
計
二
五
話
ま
で
が
こ
の
C
型
で
あ
り
六
〇
・
九
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。
更
に
基
本
的
に
は
A
型
な
が
ら
末
尾
で
長
文
の
説
示
・
告
示
の
あ
る
A
C
型
の
計
七
例
お
よ
び
引
用
文
数
は
少
な
く
、
末
尾
の
告
示
も
短
か
め
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
事
件
が
解
説
さ
れ
落
着
し
て
い
る
D
C
型
計
三
例
を
含
め
る
と
、
実
に
八
五
・
三
六
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
が
C
型
で
あ
る
。
巻
二
の
引
用
構
造
は
末
尾
啓
蒙
型
を
特
色
と
す
る
。
巻
三
で
は
引
用
構
造
の
型
は
最
も
ば
ら
つ
き
が
大
き
く
、
変
型
の
パ
タ
ー
ン
も
最
も
多
様
で
、
引
用
文
の
少
な
い
D
型
及
び
そ
の
変
型
が
様
々
な
形
で
出
現
す
る
。
C
型
は
減
少
し
B
型
（
山
場
活
写
型
）
が
あ
ら
わ
れ
る
。
型
の
分
布
状
態
が
多
様
で
特
に
偏
り
が
み
ら
れ
な
い
の
が
手
下
の
引
用
構
造
の
特
色
で
あ
る
。
巻
四
で
は
B
型
が
A
型
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
増
え
、
巻
の
特
色
を
な
し
て
い
る
。
巻
四
全
四
一
話
の
な
か
で
、
A
型
・
B
型
が
と
も
に
一
四
話
、
三
四
・
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
あ
て
い
る
。
B
型
の
あ
ら
わ
れ
る
率
は
天
竺
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
五
巻
の
中
で
最
も
高
率批回忌遡騰弓皿山
均平　巻　巻下巻　巻ユ巻
繊
0
2
29
V
釦46143471
M
25
W
調
加
2
1
7
66
F
41
W
　
型A
変
　
A
291762151434oo20874温11　
型B
変
　
B
調19379溺89760駕13　
型C
変
　
C
75
X4
16
T
茄
3
7
12
X
瀞2471
T7
25
W
駕
3
1
4
　
7
66
ﾖ
16
T
　
型D
変
　
D
324ゐ6317852調2772E
い
。
巻
五
は
、
巻
四
の
傾
向
を
保
ち
つ
つ
、
大
よ
そ
、
巻
一
と
同
様
な
A
型
へ
の
偏
り
を
み
せ
る
。
巻
五
計
三
二
話
の
う
ち
A
型
は
計
一
五
話
、
四
六
・
八
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。
　
各
巻
に
お
け
る
各
引
用
構
造
の
型
を
百
分
比
で
表
皿
に
示
し
た
。
二
つ
以
上
の
型
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
変
型
は
数
も
多
く
な
い
の
で
、
例
え
ば
A
B
、
A
C
、
A
D
を
「
A
変
型
」
と
し
て
一
ま
と
め
に
し
た
。
表
門
と
合
わ
せ
み
る
今
昔
物
語
集
天
竺
部
の
引
用
構
造
（
山
ロ
）
こ
と
に
よ
り
変
型
の
内
容
は
明
ら
か
で
あ
る
。
　
こ
こ
に
顕
著
に
み
ら
れ
る
巻
毎
の
引
用
構
造
の
特
徴
的
な
あ
ら
わ
れ
方
に
つ
い
て
考
え
、
説
話
の
内
容
と
相
ま
っ
て
「
語
り
」
の
意
識
が
引
用
構
造
に
反
映
し
て
い
る
様
相
を
読
み
と
り
た
い
。
　
巻
一
に
は
問
答
体
に
よ
っ
て
話
を
展
開
さ
せ
る
と
い
う
一
つ
の
安
定
し
た
文
体
が
あ
り
、
そ
れ
に
の
っ
と
っ
て
語
り
始
め
る
。
釈
迦
や
佛
弟
子
の
事
跡
は
、
人
々
の
問
い
と
そ
れ
へ
の
答
え
と
に
よ
っ
て
語
り
進
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
「
語
り
」
と
い
う
こ
と
の
原
点
で
も
あ
ろ
う
。
何
事
か
を
聞
き
た
い
人
が
い
て
誰
か
に
尋
ね
、
そ
れ
に
応
え
て
知
っ
て
い
る
人
が
語
る
と
い
う
の
が
「
語
り
」
の
素
朴
な
姿
で
あ
る
。
そ
し
て
一
つ
の
事
柄
が
明
ら
か
に
な
る
と
又
新
た
な
疑
問
が
生
じ
、
会
話
は
事
に
一
応
の
結
着
が
つ
く
ま
で
繰
り
返
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
受
皿
に
み
る
と
お
り
、
A
型
が
A
変
型
も
含
め
考
え
れ
ば
ど
の
巻
で
も
一
応
の
数
値
を
示
す
の
は
、
A
会
話
進
展
型
が
「
語
り
」
の
基
本
で
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
　
し
か
し
巻
二
で
は
佛
自
身
が
語
り
始
め
る
。
佛
は
す
べ
て
の
最
終
的
な
解
決
で
あ
る
。
苫
田
ら
語
る
以
上
、
他
の
者
は
何
を
語
る
こ
と
が
あ
ろ
う
。
不
可
思
議
な
事
例
、
人
智
を
超
え
る
奇
瑞
、
天
変
地
異
、
す
べ
て
一
切
一
挙
に
鮮
や
か
に
三
世
を
通
し
て
説
明
さ
れ
つ
く
し
、
佛
の
教
化
の
こ
と
ば
が
加
え
ら
れ
て
説
話
は
終
る
。
人
々
は
佛
の
英
知
を
讃
歎
渇
仰
し
て
事
は
終
る
。
従
っ
て
C
末
尾
啓
蒙
型
に
お
い
て
は
原
則
と
し
て
末
尾
で
佛
が
告
示
す
る
場
合
に
限
っ
て
可
能
で
あ
ろ
う
。
他
の
者
で
は
こ
の
よ
う
に
決
定
的
に
説
話
を
収
敏
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
事
実
、
C
型
全
三
六
話
及
び
C
変
型
計
一
四
話
、
合
計
五
〇
話
の
う
ち
末
尾
の
告
示
の
語
り
手
が
佛
で
な
い
話
は
、
僅
か
に
八
例
を
み
る
の
み
で
八
四
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
が
佛
に
よ
る
告
示
で
あ
る
。
佛
以
外
が
告
示
す
る
例
外
八
例
の
う
ち
、
二
例
が
佛
の
指
示
に
よ
る
阿
難
の
語
り
（
一
1
2
6
、
三
一
1
2
）
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
機
能
と
し
て
佛
と
同
等
二
五
長
崎
大
学
教
育
学
部
入
文
科
学
研
究
報
告
　
第
三
十
二
号
と
み
な
し
て
よ
い
。
他
は
、
神
「
ニ
ー
6
、
ニ
ー
2
6
）
や
天
帝
釈
（
五
一
2
3
）
や
餓
鬼
（
二
i
3
7
）
で
あ
り
、
人
間
の
告
示
は
般
沙
羅
王
の
后
（
五
1
6
、
母
と
し
て
子
等
に
）
と
大
臣
（
五
一
1
2
、
五
百
の
皇
子
の
出
家
に
つ
い
て
国
王
に
）
の
二
例
だ
け
で
あ
る
。
末
尾
啓
蒙
型
の
末
尾
の
啓
蒙
的
説
示
の
主
体
と
し
て
佛
が
圧
倒
的
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
　
巻
三
で
は
「
語
り
」
の
方
式
が
混
乱
す
る
。
語
り
ロ
の
中
で
引
用
文
の
位
置
づ
け
や
役
割
を
明
確
に
な
し
得
ず
、
巻
一
・
年
構
に
み
る
よ
う
な
明
ら
か
な
方
針
を
も
っ
て
説
話
を
語
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
引
用
文
を
説
話
の
中
で
活
用
し
か
ね
て
い
る
。
文
数
に
対
す
る
引
用
文
数
の
比
率
一
引
用
率
も
、
巻
二
と
並
ん
で
低
い
と
こ
ろ
に
集
ま
る
。
引
用
率
の
巻
別
分
布
図
を
次
に
示
す
。
　
巻
三
は
巻
二
と
並
ん
で
引
用
率
の
低
い
と
こ
ろ
に
、
各
説
話
の
引
用
率
を
二
六
　
丸
　
示
　
を
　
率
　
凋
　
明
図
話
布
各
分
は
別
・
巻
の
率
中
用
表
引A図
●
ーー
示
す
黒
点
が
集
ま
っ
て
い
る
が
、
巻
二
の
場
合
は
、
引
用
率
の
低
さ
に
当
然
の
理
由
が
あ
る
。
末
尾
啓
蒙
型
は
末
尾
に
長
大
な
会
話
文
を
持
つ
の
が
特
徴
で
、
そ
こ
に
至
る
事
件
は
青
む
ね
地
の
文
で
語
ら
れ
る
の
が
定
形
で
あ
る
。
従
っ
て
引
用
文
の
回
数
は
低
く
な
り
、
回
数
を
基
準
に
算
出
す
る
引
用
率
も
低
下
す
る
の
が
当
然
で
あ
り
、
こ
の
図
の
巻
二
の
状
態
は
そ
れ
だ
け
C
末
尾
啓
蒙
型
へ
の
集
中
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
池
場
の
場
合
、
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
越
す
平
話
が
み
ら
れ
は
す
る
も
の
の
全
体
的
に
分
布
が
低
い
方
に
寄
り
、
巻
一
・
四
・
五
な
ど
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
た
様
相
を
示
す
。
全
体
的
に
引
用
文
の
利
用
の
少
な
い
語
り
進
め
方
で
こ
れ
を
説
話
内
容
の
雑
多
さ
に
関
連
づ
け
て
考
え
た
い
。
巻
三
の
内
部
を
、
第
二
十
七
話
ま
で
転
法
輪
諏
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
第
二
十
八
以
降
を
佛
浬
架
謳
と
区
別
す
る
説
も
あ
る
よ
う
に
、
巻
三
は
内
容
的
に
も
一
貫
性
に
欠
け
、
そ
れ
が
語
り
の
姿
勢
を
混
乱
さ
せ
、
引
用
構
造
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
反
映
し
た
と
み
る
。
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巻
四
で
は
A
会
話
進
展
型
と
B
山
場
活
写
型
が
そ
れ
ぞ
れ
三
分
の
一
強
を
占
め
る
。
B
型
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
説
話
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
場
面
を
会
話
に
よ
っ
て
活
き
活
き
と
語
り
進
め
、
臨
場
感
を
強
め
る
語
り
口
が
定
着
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
話
柄
に
も
よ
る
だ
ろ
う
。
天
竺
付
佛
後
と
題
さ
れ
る
巻
四
は
佛
浬
桀
後
の
佛
法
の
展
開
と
三
宝
の
霊
験
を
説
い
て
話
題
は
多
岐
に
わ
た
り
巷
間
の
日
常
生
活
に
及
ぶ
。
具
体
的
迫
真
的
に
語
れ
る
題
材
が
多
か
っ
た
か
ら
こ
そ
会
話
文
を
引
用
し
て
場
面
を
活
写
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。
　
又
、
巻
四
に
み
る
A
会
話
進
展
型
は
巻
一
の
A
型
と
同
様
で
は
な
い
。
巻
四
で
は
、
巻
一
に
み
た
問
答
型
は
少
な
く
な
り
、
会
話
の
継
続
に
よ
っ
て
説
話
が
進
行
す
る
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
同
じ
く
A
会
話
進
行
型
に
は
違
い
な
い
が
、
文
章
と
し
て
の
印
象
も
形
式
も
著
し
く
違
う
。
旦
ハ
体
的
に
い
え
ば
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
巻
一
の
A
型
引
用
構
造
に
お
い
て
は
、
引
用
文
を
ト
助
詞
で
う
け
、
そ
の
ま
ま
「
i
」
ト
。
と
い
う
形
で
文
が
終
る
例
が
め
だ
っ
て
多
い
。
一
一
1
9
で
例
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
巻
四
に
み
る
A
型
の
引
用
文
は
、
ト
イ
フ
、
ト
イ
ヘ
バ
、
ト
オ
モ
ヒ
テ
な
ど
の
形
で
述
語
を
伴
な
っ
て
文
中
に
嵌
め
こ
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
も
う
少
し
詳
し
く
み
て
み
よ
う
。
　
天
竺
部
に
お
い
て
引
用
文
の
下
接
部
分
は
次
の
三
種
に
大
別
さ
れ
る
。
皐
蒙
一
斤
準
　
書
画
一
難
め
　
こ
の
三
種
に
巻
毎
の
A
型
の
引
用
文
下
接
部
分
を
分
類
し
て
、
素
数
と
百
分
比
で
示
し
た
の
が
表
W
で
あ
る
。
述
語
で
う
け
る
も
の
は
そ
の
述
語
で
文
が
切
れ
る
場
合
と
接
続
助
詞
な
ど
を
連
接
し
て
更
に
文
が
後
に
続
く
場
合
と
が
あ
る
。
　
「
切
」
　
「
続
」
と
し
て
そ
れ
を
区
別
し
た
。
又
、
述
語
に
連
用
修
飾
語
な
ど
が
上
接
し
て
い
る
場
合
、
例
え
ば
、
　
「
　
」
ト
実
実
ク
申
ケ
レ
バ
（
四
一
1
7
）
の
よ
う
な
場
合
も
、
ト
に
述
語
が
直
接
す
る
場
合
と
区
別
し
て
示
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巻
一
で
は
引
用
文
を
ト
で
う
け
一
文
一
引
用
で
あ
る
事
例
が
多
い
。
文
字
ど
お
り
に
一
文
一
引
用
を
繰
り
返
し
積
み
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
説
話
の
筋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
き
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
巻
一
A
型
で
は
a
ト
ど
め
が
高
率
で
b
述
語
う
今
昔
物
語
集
天
竺
部
の
引
用
構
造
（
山
口
）
表類分部接下文開む型AW表
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9
切
続
述ト
忽
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4
0
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9
A
U
　
n
U
　
4
1
0
　
「
⊥
切
続
述修卜
　
け
　
ッ
つ
　
語b
述
893463571103690湘6めど序開弓C
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
が
低
調
で
あ
る
の
に
反
し
て
巻
四
A
型
で
は
ト
ど
め
が
ぐ
っ
と
減
り
、
か
わ
り
に
b
述
語
う
け
の
「
続
」
の
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
　
至
聖
で
は
、
こ
の
A
型
引
用
文
下
接
部
分
の
様
相
は
、
本
四
の
傾
向
を
更
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
明
瞭
に
強
め
て
い
る
。
ト
ど
め
は
更
に
減
少
し
、
述
語
う
け
の
「
続
」
が
更
に
増
加
す
る
。
引
用
率
の
ち
ら
ば
り
も
巻
向
よ
り
も
増
大
し
、
引
用
文
を
二
七
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
三
十
二
号
多
用
す
る
説
話
と
殆
ん
ど
用
い
な
い
説
話
が
混
在
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
多
用
す
る
場
合
は
一
文
中
に
二
例
も
三
例
も
引
用
文
が
重
ね
て
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
上
に
、
う
け
方
の
傾
向
と
し
て
は
ト
イ
フ
な
ど
述
語
を
伴
な
う
形
を
と
る
こ
と
が
多
い
。
述
語
う
け
と
い
う
の
は
、
主
な
る
説
明
を
付
加
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
本
来
、
引
用
文
が
「
　
」
を
付
し
て
文
中
に
投
げ
出
ざ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
は
「
一
」
ト
イ
フ
の
意
味
を
自
然
に
現
わ
し
て
い
る
。
更
に
ト
ィ
フ
と
重
言
す
る
必
要
は
意
味
的
に
は
な
い
の
で
あ
る
。
天
竺
付
昼
前
と
題
さ
れ
る
巻
五
は
佛
下
生
以
前
の
天
竺
国
土
の
創
始
と
展
開
を
語
っ
て
多
分
に
民
話
的
で
あ
る
。
動
物
の
登
場
も
多
い
。
　
「
語
り
」
の
型
は
再
び
巻
曽
の
基
本
的
な
姿
に
回
帰
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
但
し
同
じ
く
A
会
話
進
展
型
と
い
っ
て
も
、
巻
一
は
問
答
反
復
、
巻
五
は
会
話
継
続
と
い
う
形
で
、
会
話
に
よ
る
説
話
の
語
り
進
め
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
文
体
的
な
印
象
の
違
い
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
二
八
移
っ
て
ゆ
き
、
事
柄
そ
の
も
の
を
迫
真
的
に
臨
場
感
を
も
っ
て
語
る
こ
と
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
指
さ
れ
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。
人
を
語
る
こ
と
か
ら
次
第
に
事
を
語
る
こ
と
へ
「
語
り
」
の
中
心
が
移
っ
て
ゆ
く
過
程
が
、
こ
の
引
用
構
造
の
分
布
の
上
に
も
あ
ら
わ
に
み
え
て
い
る
。
　
「
語
り
」
と
は
お
の
ず
か
ら
拡
大
発
展
す
る
も
の
で
あ
る
。
聴
衆
を
前
に
語
る
う
ち
、
そ
の
反
応
・
手
応
え
を
肌
身
に
感
じ
る
う
ち
、
　
「
語
り
」
は
次
第
に
熱
を
帯
び
、
躍
動
し
、
場
面
を
眼
前
に
再
現
す
る
べ
く
微
に
入
り
細
を
穿
っ
た
描
写
が
お
の
ず
と
口
を
つ
い
て
出
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
聴
衆
を
目
前
に
せ
ず
、
草
稿
・
原
稿
を
し
た
た
め
て
い
る
時
で
あ
っ
て
も
、
説
法
・
論
談
の
経
験
の
あ
る
者
で
あ
れ
ば
、
お
の
ず
と
聴
衆
の
情
景
は
髪
髭
し
、
語
る
が
如
く
書
き
進
め
る
で
あ
ろ
う
。
　
「
語
り
」
と
は
目
前
の
、
も
し
く
は
眼
前
に
想
定
し
た
脳
裏
の
聴
衆
と
の
共
同
作
業
で
あ
る
。
　
「
語
り
」
は
聴
衆
が
関
与
し
支
配
す
る
。
　
「
語
り
」
と
は
そ
う
い
う
も
の
で
あ
る
。
お
よ
そ
正
確
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
期
す
べ
き
も
の
は
語
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
六
注
　
以
上
、
天
竺
部
五
巻
に
お
け
る
引
用
構
造
の
五
つ
の
型
を
発
見
し
た
。
会
話
進
展
型
、
山
場
活
写
型
、
末
尾
啓
蒙
型
、
随
所
散
在
型
、
素
語
り
型
の
五
種
で
あ
る
。
更
に
こ
の
五
種
の
型
の
嘱
望
の
分
布
状
態
の
特
徴
を
探
り
、
そ
の
　
「
語
り
」
の
姿
勢
を
考
察
し
た
。
そ
の
流
れ
を
大
き
く
整
理
し
て
み
る
と
、
釈
迦
そ
の
人
の
．
下
生
や
一
一
を
問
い
と
答
え
で
語
る
と
こ
ろ
が
ら
出
発
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
、
即
ち
、
釈
迦
そ
の
人
を
語
る
と
こ
ろ
が
ら
出
発
し
て
、
つ
い
で
釈
迦
自
身
が
語
り
始
め
、
釈
迦
の
語
る
説
話
内
容
そ
の
も
の
に
対
す
る
関
心
に
説
話
．
の
焦
点
が
移
っ
て
ゆ
く
。
語
り
手
が
絶
対
で
あ
れ
ば
、
語
り
手
は
存
在
し
な
い
に
等
し
く
な
る
。
人
々
の
興
味
は
語
り
告
げ
ら
れ
る
内
容
（
事
柄
）
に
－
、
国
東
文
麿
『
今
昔
物
語
集
成
立
考
』
（
3
7
、
5
増
補
版
5
3
・
5
）
、
渥
美
か
を
る
『
軍
　
　
記
物
語
と
説
話
』
所
収
「
今
昔
物
語
集
巻
一
～
巻
三
の
性
格
と
そ
の
製
作
意
図
に
　
　
つ
い
て
」
（
4
7
・
2
『
説
林
』
2
0
）
、
黒
部
通
善
「
今
昔
物
語
集
天
竺
部
考
（
二
）
1
　
三
三
文
学
と
し
て
の
考
察
1
」
（
『
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
』
3
0
、
4
7
・
6
）
、
　
　
小
峯
和
明
「
今
昔
物
語
集
天
竺
部
の
形
成
と
構
造
」
（
『
徳
島
大
学
教
養
部
紀
要
　
　
人
文
・
社
会
科
学
』
第
1
5
巻
5
5
・
3
）
、
森
正
人
「
説
話
形
成
と
天
竺
・
震
旦
佛
　
法
史
一
斗
昔
物
語
集
の
統
一
的
把
握
を
め
ざ
し
て
一
」
（
『
説
林
』
第
2
9
号
5
6
・
　
　
2
）
な
ど
。
2
、
今
昔
物
語
集
が
、
未
定
稿
の
ま
ま
編
纂
が
終
止
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
現
在
　
ほ
ぼ
通
説
で
あ
る
。
　
（
馬
淵
和
夫
「
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
欠
文
の
研
究
」
　
『
国
　
　
語
国
文
』
2
3
。
1
2
以
降
）
説
法
の
種
本
を
目
指
し
た
、
僧
侶
の
編
纂
と
目
す
る
こ
　
　
と
も
同
様
で
あ
る
。
　
（
川
口
久
雄
「
今
昔
物
語
集
と
古
本
説
話
集
に
つ
い
て
」
　
　
『
文
学
』
5
5
・
4
、
今
野
達
「
今
昔
物
語
集
の
作
者
を
廻
っ
て
」
　
『
国
語
と
国
文
　
　
学
』
3
3
・
2
な
ど
）
3
、
春
日
和
男
『
説
話
の
語
文
一
古
代
説
話
文
の
研
究
一
』
（
5
0
・
1
1
）
桜
楓
社
4
、
坂
井
衡
平
『
今
昔
物
語
集
の
新
研
究
』
　
（
大
1
2
）
以
来
、
ほ
ぼ
、
す
べ
て
の
解
説
　
　
書
に
概
説
さ
れ
て
い
る
。
5
、
宮
田
尚
「
『
今
昔
物
語
集
』
天
竺
部
の
方
法
－
震
旦
部
と
の
同
一
性
に
つ
い
て
　
　
一
」
（
『
日
本
文
学
研
究
』
第
一
六
号
5
5
・
1
1
）
6
、
説
話
の
山
場
を
会
話
文
の
繰
り
返
し
で
語
り
、
臨
場
感
を
深
め
迫
真
的
に
描
写
す
　
　
る
語
り
口
は
、
前
に
、
巻
二
六
に
お
け
る
宇
治
拾
遣
物
語
と
の
同
文
的
同
話
を
検
　
　
討
し
た
際
に
も
見
出
さ
れ
た
。
拙
稿
「
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
六
に
お
け
る
会
話
　
　
文
の
文
体
i
同
文
的
同
話
と
の
比
較
に
よ
る
考
察
一
」
　
（
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
　
　
文
科
学
研
究
報
告
第
三
十
一
号
5
7
・
3
）
参
照
。
7
、
注
1
に
あ
げ
た
、
渥
美
か
を
る
論
文
、
黒
部
通
善
論
文
。
（
昭
和
五
十
七
年
十
月
三
十
一
日
受
理
）
今
昔
物
語
集
天
竺
部
の
引
用
構
造
（
山
口
）
二
九
